
議 会 運 営 委 員 会 

令和4年 6月 8日（水） 

午前10時～ 

開議   時   分 

閉議   時   分 

全員協議会室 

出席者 
〔委 員〕布施委員長、柳楽副委員長、 

肥後委員、三浦委員、沖田委員、足立委員、川上委員、串﨑委員、 

小川委員、牛尾委員 

〔議長団〕笹田議長、川神副議長 

〔委員外議員〕 

〔執行部〕坂田総務部長、佐々木総務課長、河内財政課長、猪狩総務管理係長 

〔事務局〕河上局長、下間次長、中谷書記 
 

議 題 
1  令和 4年 6月浜田市議会定例会議について 

⑴ 令和4年 6月浜田市議会定例会議の付議事件等及び付託案について  

 資料 1-1、1-2 

・請願文書表（案） 資料1-3 

⑵ 議会提出議案について 資料1-4 

 ア 発議第5号 浜田市議会会議規則の一部を改正する規則について 

 イ 発議第6号 浜田市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

   ※ア・イ…オンライン会議の運用に関する申し合わせ事項（案）添付 

 ウ 発議第7号 地方財政の充実・強化を求める意見書について 

⑶ 令和4年 6月浜田市議会定例会議の会議予定について 資料1-5 

⑷ その他 

 

2  令和 4年 6月浜田市議会定例会議 陳情付託先の確認について 資料2 

 

3  浜田市議会申し合わせ事項の一部改正等について  資料3 

 

4  今後の行政視察について 

 

5  その他  
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令和 4 年 6 月浜田市議会定例会議 付議事件 

 

議案等（9 件） 

〔条例関係 4 件、指定管理者の指定 1 件、財産の取得 2 件、市道路線の廃止 1

件、補正予算 1 件〕 

議案第 41 号 浜田市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動

車の使用の公営に関する条例等の一部を改正する条例につ

いて 

議案第 42 号 浜田市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例につい

て 

議案第 43 号 浜田市浜田漁港水産物荷捌所条例の一部を改正する条例に

ついて 

議案第 44 号 浜田市水道事業審議会条例の一部を改正する条例について 

議案第 45 号 指定管理者の指定について（浜田市ふるさと体験村施設） 

議案第 46 号 財産の取得について（高規格救急自動車） 

議案第 47 号 財産の取得について（小型動力ポンプ付軽積載車） 

議案第 48 号 市道路線の廃止について（今福 82 号線外） 

議案第 49 号 令和 4 年度浜田市一般会計補正予算（第 3 号） 

 

報告（8 件） 

報告第 3 号 専決処分の報告について（浜田市税条例等の一部を改正す

る条例） 

報告第 4 号 専決処分の報告について（令和 3 年度浜田市一般会計補正

予算（第 15 号）） 

報告第 5 号 専決処分の報告について（事故の損害賠償の額の決定） 

報告第 6 号 令和 3 年度浜田市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告に

ついて 

報告第 7 号 令和 3 年度浜田市水道事業会計予算繰越計算書の報告につ

いて 

報告第 8 号 令和 3 年度浜田市公共下水道事業会計予算繰越計算書の報

告について 

報告第 9 号 放棄した市の私債権の報告について 

報告第 10 号 放棄した市の私債権の報告について 
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令和4年6月浜田市議会定例会議 付託先一覧（案） 

 

【市長提出議案の付託件数内訳】 

総務文教委員会 3件、福祉環境委員会  1件、産業建設委員会  3件、 

予算決算委員会 1件 

 ※即決…1件 

市長提出議案等（議案9件） 

議案等番号 件 名 付託先等 

議案第41号 

浜田市の議会の議員及び長の選挙における選挙

運動用自動車の使用の公営に関する条例等の一

部を改正する条例について 

総務文教委員会 

議案第42号 
浜田市放課後児童クラブ条例の一部を改正する

条例について 
福祉環境委員会 

議案第43号 
浜田市浜田漁港水産物荷捌所条例の一部を改正

する条例について 
産業建設委員会 

議案第44号 
浜田市水道事業審議会条例の一部を改正する条

例について 

委員会付託省略 

6月22日即決 

議案第45号 
指定管理者の指定について（浜田市ふるさと体

験村施設） 
産業建設委員会 

議案第46号 財産の取得について（高規格救急自動車） 総務文教委員会 

議案第47号 
財産の取得について（小型動力ポンプ付軽積載

車） 
〃 

議案第48号 市道路線の廃止について（今福82号線外） 産業建設委員会 

議案第49号 令和4年度浜田市一般会計補正予算（第3号） 予算決算委員会 

  



議会提出案件（2件） 

発議等番号 件 名 

発 議 第 5 号 
（議会運営委員会提案 提出日 6月15日） 

浜田市議会会議規則の一部を改正する規則について 

発 議 第 6 号 
（議会運営委員会提案 提出日 6月15日） 

浜田市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

 

請願（2件） 

議案等番号 件 名 付託先等 

請 願 第 4 号 
世界アルツハイマーデーのマリン大橋ライトア

ップの請願について 
福祉環境委員会 

請 願 第 5 号 
加齢性難聴者の補聴器購入費助成制度の創設及

び意見書の提出について 
福祉環境委員会 

 

意見書（1件） 

発議等番号 件 名 

発 議 第 7 号 地方財政の充実・強化を求める意見書について 

 

市長報告事件（8件） 

報告第3号 
専決処分の報告について（浜田市税条例等の一部を改正する条

例） 

報告第4号 
専決処分の報告について（令和3年度浜田市一般会計補正予算

（第15号）） 

報告第5号 専決処分の報告について（事故の損害賠償の額の決定） 

報告第6号 令和3年度浜田市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

報告第7号 令和3年度浜田市水道事業会計予算繰越計算書の報告について 

報告第8号 
令和3年度浜田市公共下水道事業会計予算繰越計算書の報告につ

いて 

報告第9号 放棄した市の私債権の報告について 

報告第10号 放棄した市の私債権の報告について 

 

議会報告事件（1件）  定例会議初日（6月15日報告予定） 

議員派遣報告書 （5/27）令和4年度浜田市議会議員研修会 

 



資料 1-3   

令和 4年 6月浜田市議会定例会議   

請 願 文 書 表 
 

受理

番号 
件   名 請 願 者 紹介議員 

受理 

年月日 

5 

加齢性難聴者の補聴器購入

費助成制度の創設及び意見

書の提出について 

全日本年金者組合島根県本部

石見支部 

支部長 深野 政勝 

芦谷 英夫 R4.5.27 

付託委員会 審査経過（委員会） 審議結果（本会議） 
結果 

年月日 

福祉環境委員会    

【請願の趣旨】 

健康寿命延伸には、家族との円滑な日常会話・地域社会活動への参加が必要と言われています。 

障害者に該当（70デシベル以上）しない、中・軽度難聴者（30～60db）の多くは孤立感を感じな

がらもコミュニケーションを半ば諦めた毎日を送っている現状です。 

難聴者が日常生活を円滑に行い、地域社会活動に参加するためには補聴器は生活必需品となり

ます。全国での補聴器所有者は約210万人（普及率13.5％）と、ヨーロッパ先進国（30％～40％）

に比べ極端に低い所有率（推計値、2018年、一般社会法人日本補聴器工業会調べ）となっていま

す。浜田市でも推定、同程度と思われます。 

難聴者にとって生活必需品である補聴器は常時、耳に装着して生活する必要があります。感覚

器の一部として馴染むためには時間、調整に一定の期間が必要ですが本人は勿論、周囲の応援も

必要です。 

聞こえにくいことが、うつ病、認知症の危険因子になること（厚生省も認める・別紙参照）に

も鑑み高額な補聴器の購入支援が、健康寿命の延伸や医療費の抑制にも寄与するものと考えます。 

以上の趣旨により、下記事項について請願します。 

 

【請願事項】 

1.浜田市に中・軽度加齢性難聴者の補聴器購入費助成制度を創設してください。 

2.加齢性難聴者補聴器購入に助成制度を創設するよう国に求めてください｡ 

 

 

 



令和4年 6月浜田市議会定例会議   

請 願 文 書 表 
 

受理

番号 
件   名 請 願 者 紹介議員 

受理 

年月日 

4 

世界アルツハイマーデーの

マリン大橋ライトアップの

請願について 

認知症の人と家族の会島根県

支部 

浜田地区会世話人代表 

金子 多美子 

芦谷 英夫 

柳楽 真智子 
R4.5.24 

付託委員会 審査経過（委員会） 審議結果（本会議） 
結果 

年月日 

福祉環境委員会    

【請願の趣旨】 

1 願意 

世界アルツハイマーデーの9月 21日に合わせて、日本の各地で認知症啓発の為のランドマーク

のライトアップが行われています。 浜田市でも市民の皆様に認知症に関する理解と周知を進める

ため、マリン大橋を9月 21日の前後1週間程度の期間、認知症啓発のシンボルカラーであるオレ

ンジ色でライトアップする取組みを、浜田市の事業として実施していただきますよう請願致しま

す。 

2 理由 

認知症の人と家族の会、浜田地区会は平成3年に「呆け老人を抱える家族の会」として発足し、

後に「認知症の人と家族の会」と改名しました。平成10年から浜田総合福祉センターで「家族の

集い」スタートし、その後場所を変えながら悩みを抱えた方々の相談窓口として月1回の集いを

開いてきました。平成24年、認知症施策推進5ヶ年計画「オレンジプラン」に「認知症カフェ」

が明示されたことを受け、移行に向け資金や場所・内容等について検討を始め、平成26年 1月に

赤い羽根共同募金を頂き、「ひだまりふっくら（浜田市新町）」（社会福祉法人いわみ福祉会）の場

所を借りて「認知症カフェ」をスタートしました。島根県第一号のスタートとなり「オレンジカ

フェはまだ」と命名しました。 

現在では事業として委託運営として資金を享受し運営しています。第一木曜日は主に認知症機

能維持を目的としてのイベントを行い、第三土曜日は家族の集いとして、悩み相談や傾聴するこ

とによっての安らぎのひとときを過ごすこととしています。現在では過疎地域の「ミニカフェ」

として出張、島根県立大学の学生ボランティアさんにも参加していただいています。 サポート医

交流会には令和2年に亡くなられました島田康夫先生にもご来会いただきました。多方面からの

ご支援をいただき現在に至っています。 

9月 21日の世界アルツハイマーデーは1994年に国際アルツハイマー病協（ADI）と世界保健機

関（WHO）が共同で制定し、9月を世界アルツハイマー間と定めて、認知症への正しい理解が進む

ことを目的として啓発活動を実施しています。認知症の人と家族の会としても世界アルツハイマ

ーデーには大型商業施設等で認知症啓発チラシの配布なども行ってきましたが、 コロナ感染症が 

蔓延した2020 年以降は感染症予防のため十分な活動が出来ていません。 

 



ランドマークのライトアップについては2013年に京都タワーが認知症のシンボルカラーである

オレンジ色にライトアップされて以降、全国各地に広がり、県内では松江城、日御碕灯台、グラ

ントワなどで行われています。オレンジ色は認知症サポーターの目印である「オレンジリング」

からきています。 明るさや苦痛を和らげるという意味が含まれ人々の支え合いを表現した色とし

て使われています。 

浜田市の象徴的建造物であるマリン大橋をライトアップすることで「世界アルツハイマーデー」 

を記念するとともに､市民の皆様にも認知症に対する意識を高め理解していただけるのではない

かと推察します。また、令和元年に制定された「浜田市認知症の人にやさしいまちづくり条例」

の基本理念にも沿うものと思っております。どうぞこの活動へのご理解をいただき、ご支援下さ

いますようお願い申し上げます。 

 

  



資料 1-4 

発議第 5 号 

 

浜田市議会会議規則の一部を改正する規則について 

 

 浜田市議会会議規則の一部を改正する規則を次のとおり、浜田市議会会議

規則第 13 条第 2 項の規定により提出する。 

 

  令和 4 年 6 月 15 日 提出 

 

議会運営委員会 

委員長   布 施 賢 司 

 



 

浜田市議会会議規則の一部を改正する規則 

 

浜田市議会会議規則（平成 17 年浜田市議会規則第 1 号）の一部を次のよ

うに改正する。 

目次中「第 107 条」の次に「・第 108 条」を加え、「第 108 条」を「第 109

条」に改める。 

第 108 条を第 109 条とする。 

第 6 章中第 107 条の次に次の 1 条を加える。 

（協議等の場の開催方法の特例） 

第 108 条 招集権者は、新型コロナウイルス感染症等のまん延、災害等の発

生その他やむを得ない事由により、その構成員が開会場所に参集すること

が困難と認めるときは、オンラインによる方法（映像と音声の送受信によ

り相手の状態を相互に認識しながら通話をすることができる方法をい

う。）で協議等の場を開くことができる。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 
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浜田市議会会議規則（平成17年浜田市議会規則第1号）新旧対照表  （下線部分が改正箇所） 

現行 改正後（案） 

目次 目次 

第6章 協議又は調整を行うための場（第107条＿＿＿_） 第6章 協議又は調整を行うための場（第107条・第108） 

第7章 補則（第108条） 第7章 補則（第109条） 

〔新設〕 （協議等の場の開催方法の特例） 

〔新設〕 第108条 招集権者は、新型コロナウイルス感染症等のまん延、災害

等の発生その他やむを得ない事由により、その構成員が開会場所に

参集することが困難と認めるときは、オンラインによる方法（映像

と音声の送受信により相手の状態を相互に認識しながら通話をする

ことができる方法をいう。）で協議等の場を開くことができる。 

（会議規則の疑義に対する措置） （会議規則の疑義に対する措置） 

第108条 〔略〕 第109条 〔略〕 

 



 

発議第 6 号 

 

浜田市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

 

 浜田市議会委員会条例の一部を改正する条例を次のとおり、浜田市議会会

議規則第 13 条第 2 項の規定により提出する。 

 

  令和 4 年 6 月 15 日 提出 

 

議会運営委員会 

委員長   布 施 賢 司 



 

浜田市議会委員会条例の一部を改正する条例 

 

浜田市議会委員会条例（平成 17 年浜田市条例第 306 号）の一部を次のよ

うに改正する。 

目次中 

「   

を  第 5 章 秘密会（第 61 条・第 62 条）  

  」 

「   

に 

 第 5 章 秘密会（第 61 条・第 62 条） 

第 5 章の 2 公聴会（第 62 条の 2－第 62 条の 7） 

第 5 章の 3 参考人（第 62 条の 8） 

 

  」 

改める。 

第 12 条の次に次の 1 条を加える。 

（委員会の開会方法の特例） 

第 12 条の 2 委員長は、新型コロナウイルス感染症等のまん延、災害等の発

生その他やむを得ない事由により委員が委員会の開会場所に参集するこ

とが困難と認めるときは、映像と音声の送受信により相手の状態を相互に

認識しながら通話をすることができる方法（以下「オンラインによる方法」

という。）で委員会を開くことができる。ただし、第 61 条第 1 項の秘密会

は、この限りでない。 

2  前項の規定により開く委員会において、オンラインによる方法で出席を

希望する委員は、あらかじめ委員長に届け出なければならない。 

3  前項の規定による届出をして、オンラインによる方法で委員会に出席し

た委員（以下「オンライン出席委員」という。）は、委員会に出席したも

のとみなして、この条例の規定を適用する。 

4  オンラインによる方法での委員会の開会方法その他必要な事項は、議長

が別に定める。 

第 25 条に次の 1 項を加える。 

2  前項の規定により出席を求められた者は、オンラインによる方法で出席

するときは、議長を経て、委員会にその旨を申し出なければならない。 

第 31 条に次の 1 項を加える。 

2  前項の委員長、副委員長又は委員がオンライン出席委員であるときは、



 

当該委員長、副委員長又は委員は、前項ただし書の規定による発言をオン

ラインによる方法で行うことができる。 

第 45 条に次の 1 項を加える。 

3  前 2 項の場合において、委員会がオンラインによる方法で開かれている

ときは、委員でない議員は、オンラインによる方法で当該委員会に出席す

ることができる。 

第 52 条に次のただし書を加える。 

ただし、オンライン出席委員は、この限りでない。 

第 5 章の次に次の 2 章を加える。 

第 5 章の 2 公聴会 

（公聴会開催の手続） 

第 62 条の 2 委員会は、公聴会を開こうとするときは、議長の承認を得なけ

ればならない。 

2  議長は、前項の承認をしたときは、その日時、場所及び意見を聴こうと

する案件その他必要な事項を公示する。 

（意見を述べようとする者の申出） 

第 62 条の 3 公聴会に出席して意見を述べようとする者は、あらかじめ文書

でその理由及び案件に対する賛否を、委員長に申し出なければならない。 

（公述人の決定） 

第 62 条の 4 公聴会において意見を聴こうとする利害関係者及び学識経験者

等（以下「公述人」という。）は、前条の規定により申し出た者及びその

他の者の中から、委員会において定め、議長を経て、本人にその旨を通知

する。 

2  前条の規定により申し出た者の中に、その案件に対して、賛成者及び反

対者があるときは、一方に偏らないように公述人を選ばなければならない。 

3  公述人は、オンラインによる方法で公聴会に出席することができる。 

（公述人の発言） 

第 62 条の 5 公述人は、発言しようとするときは、委員長の許可を得なけれ

ばならない。 

2  公述人の発言は、その案件の範囲を超えてはならない。 

3  委員長は、公述人の発言がその案件の範囲を超え、又は公述人に不穏当

な言動があるときは、発言を制止し、又は退席させることができる。 

（委員と公述人の質疑） 

第 62 条の 6 委員は、公述人に対して質疑をすることができる。 



 

2  公述人は、委員に対して質疑をすることができない。 

（代理人又は文書による意見の陳述） 

第 62 条の 7 公述人は、代理人に意見を述べさせ、又は文書で意見を提示す

ることができない。ただし、委員会が特に許可した場合は、この限りでな

い。 

2  前項ただし書の規定は、オンラインによる方法で出席する公述人には準

用しない。 

第 5 章の 3 参考人 

（参考人） 

第 62 条の 8 委員会は、参考人の出席を求めようとするときは、議長を経な

ければならない。 

2  前項の場合において、議長は、参考人にその日時、場所及び意見を聴こ

うとする案件その他必要な事項を通知しなければならない。 

3  参考人は、オンラインによる方法で委員会に出席することができる。 

4  前 3 条の規定は、参考人について準用する。 

第 63 条に次の 1 項を加える。 

3  前項の場合において、委員会がオンラインによる方法で開かれていると

きは、紹介議員は、オンラインによる方法で委員会に出席することができ

る。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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浜田市議会委員会条例（平成17年浜田市条例第306号）新旧対照表  （下線部分が改正箇所） 

現行 改正後（案） 

目次 目次 

〔新設〕 第5章の2 公聴会（第62条の2―第62条の7） 

〔新設〕 第5章の3 参考人（第62条の8） 

〔新設〕 （委員会の開会方法の特例） 

〔新設〕 第12条の2 委員長は、新型コロナウイルス感染症等のまん延、災害

等の発生その他やむを得ない事由により委員が委員会の開会場所に

参集することが困難と認めるときは、映像と音声の送受信により相

手の状態を相互に認識しながら通話をすることができる方法（以下

「オンラインによる方法」という。）で委員会を開くことができ

る。ただし、第61条第1項の秘密会は、この限りでない。 

〔新設〕 2 前項の規定により開く委員会において、オンラインによる方法で

出席を希望する委員は、あらかじめ委員長に届け出なければならな

い。 

〔新設〕 3 前項の規定による届出をして、オンラインによる方法で委員会に

出席した委員（以下「オンライン出席委員」という。）は、委員会

に出席したものとみなして、この条例の規定を適用する。 

〔新設〕 4 オンラインによる方法での委員会の開会方法その他必要な事項

は、議長が別に定める。 

（出席説明の要求） （出席説明の要求） 

第25条 〔略〕 第25条 〔略〕 

〔新設〕 2 前項の規定により出席を求められた者は、オンラインによる方法

で出席するときは、議長を経て、委員会にその旨を申し出なければ

ならない。 

（委員長、副委員長及び委員の除斥） （委員長、副委員長及び委員の除斥） 

第31条 〔略〕 第31条 〔略〕 
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現行 改正後（案） 

〔新設〕 2 前項の委員長、副委員長又は委員がオンライン出席委員であると

きは、当該委員長、副委員長又は委員は、前項ただし書の規定によ

る発言をオンラインによる方法で行うことができる。 

（委員外議員の発言） （委員外議員の発言） 

第45条 〔略〕 第45条 〔略〕 

2 〔略〕 2 〔略〕 

〔新設〕 3 前2項の場合において、委員会がオンラインによる方法で開かれて

いるときは、委員でない議員は、オンラインによる方法で当該委員

会に出席することができる。 

（不在委員） （不在委員） 

第52条 表決の宣告のとき、委員会室にいない委員は、表決に加わる

ことができない。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿ 

第52条 表決の宣告のとき、委員会室にいない委員は、表決に加わる

ことができない。ただし、オンライン出席委員は、この限りでな

い。 

〔新設〕 第5章の2 公聴会 

〔新設〕 （公聴会開催の手続） 

〔新設〕 第62条の2 委員会は、公聴会を開こうとするときは、議長の承認を

得なければならない。 

〔新設〕 2 議長は、前項の承認をしたときは、その日時、場所及び意見を聴

こうとする案件その他必要な事項を公示する。 

〔新設〕 （意見と述べようとする者の申出） 

〔新設〕 第62条の3 公聴会に出席して意見を述べようとする者は、あらかじ

め文書でその理由及び案件に対する賛否を、委員長に申し出なけれ

ばならない。 

〔新設〕 （公述人の決定） 

〔新設〕 第62条の4 公聴会において意見を聴こうとする利害関係者及び学識

経験者等（以下「公述人」という。）は、前条の規定により申し出
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現行 改正後（案） 

た者及びその他の者の中から、委員会において定め、議長を経て、

本人にその旨を通知する。 

〔新設〕 2 前条の規定により申し出た者の中に、その案件に対して、賛成者

及び反対者があるときは、一方に偏らないように公述人を選ばなけ

ればならない。 

〔新設〕 3 公述人は、オンラインによる方法で公聴会に出席することができ

る。 

〔新設〕 （公述人の発言） 

〔新設〕 第62条の5 公述人は、発言しようとするときは、委員長の許可を得

なければならない。 

〔新設〕 2 公述人の発言は、その案件の範囲を超えてはならない。 

〔新設〕 3 委員長は、公述人の発言がその案件の範囲を超え、又は公述人に

不穏当な言動があるときは、発言を制止し、又は退席させることが

できる。 

〔新設〕 （委員と公述人の質疑） 

〔新設〕 第62条の6 委員は、公述人に対して質疑をすることができる。 

〔新設〕 2 公述人は、委員に対して質疑をすることができない。 

〔新設〕 （代理人又は文書による意見の陳述） 

〔新設〕 第62条の7 公述人は、代理人に意見を述べさせ、又は文書で意見を

提示することができない。ただし、委員会が特に許可した場合は、

この限りでない。 

〔新設〕 2 前項ただし書の規定は、オンラインによる方法で出席する公述人

には準用しない。 

〔新設〕 第5章の3 参考人 

〔新設〕 （参考人） 

〔新設〕 第62条の8 委員会は、参考人の出席を求めようとするときは、議長
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現行 改正後（案） 

を経なければならない。 

〔新設〕 2 前項の場合において、議長は、参考人にその日時、場所及び意見

を聞こうとする案件その他必要な事項を通知しなければならない。 

〔新設〕 3 参考人は、オンラインによる方法で委員会に出席することができ

る。 

〔新設〕 4 前3条の規定は、参考人について準用する。 

（紹介議員の委員会出席） （紹介議員の委員会出席） 

第63条 〔略〕 第63条 〔略〕 

2 〔略〕 2 〔略〕 

〔新設〕 3 前項の場合において、委員会がオンラインによる方法で開かれて

いるときは、紹介議員は、オンラインによる方法で委員会に出席す

ることができる。 

 



 

発議第 7 号 

 

地方財政の充実・強化を求める意見書について 

 

 地方財政の充実・強化を求める意見書を次のとおり、浜田市議会会議規則

第 13 条第 1 項の規定により提出する。 

 

  令和 4 年 6 月 15 日 提出 

 

提出者 議員   小 川 稔 宏   

賛成者 議員   串 﨑 利 行   

議員   布 施 賢 司   

議員   川 上 幾 雄   

議員   佐々木 豊 治   



 

地方財政の充実・強化を求める意見書 

 

いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢化の進展にともなう子育て、

医療・介護など社会保障制度の整備、また人口減少下における地域活性化対

策、脱炭素化をめざした環境対策、あるいは行政のデジタル化推進など、よ

り新しく、かつ極めて多岐にわたる役割が求められつつあります。 

しかし、現実に地域公共サービスを担う人材は不足しており、疲弊する職

場実態にある中、新型コロナウイルス、また近年多発している大規模災害へ

の対応も迫られています。これらに対応するための地方財政について、政府

は「骨太方針 2021」において、2021 年度の地方一般財源水準を 2024 年度ま

で確保するとしていますが、それをもって増大する行政需要に十分対応し得

るのか、大きな不安が残されています。 

このため、2023 年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、コロナ禍

への対応も勘案しながら、歳入・歳出を的確に見積もり、地方財政の確立を

めざすよう、以下の事項の実現を求めます。 

 

記 

 

1.社会保障の維持・確保、防災・減災また脱炭素化対策、地域活性化にむ

けた取り組みや、デジタル化対策など、増大する地方公共団体の財政需

要を的確に把握し、それを支える人件費も含めて、十分な地方一般財源

総額の確保をはかること。 

 

2.とりわけ、子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防止、生活困窮者

自立支援など、急増する社会保障ニーズが自治体の一般行政経費を圧迫

していることから、地方単独事業分も含めた十分な社会保障経費の拡充

をはかること。また、これらの分野を支える人材確保にむけた自治体の

取り組みを十分に支える財政措置を講じること。 

 

3.地方交付税の法定率を引き上げるなどし、臨時財政対策債に頼らない、

より自律的な地方財政の確立に取り組むこと。また、地域間の財源偏在

性の是正にむけては、偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税から

地方税への税源移譲を行うなど、より抜本的な改善を行うこと。 

 



 

4.引き続きの新型コロナウイルス感染症対策として、ワクチン接種体制の

確保、感染症対応業務のみに限定しない、より全体的な保健所体制・機

能の強化、その他の新型コロナウイルス対応事業、また地域経済の活性

化まで踏まえ、十分な財源措置をはかること。また、コロナ禍対策とし

て行った固定資産税の軽減措置については 2022 年度をもって終了する

とともに、今後、国の施策の一環として、各種税制の廃止や変更、また

減税等を検討する際は、地方の財政運営における予見性を損なわないよ

う、十分に地方団体等の意見を反映し、慎重に検討すること。 

 

5.「まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている 1 兆円につい

ては持続可能な地域社会の維持・発展にむけて恒久的な財源とすること。

また、同規模の財源確保はもとより、その拡充を含めて検討すること。 

 

6.会計年度任用職員制度の運用においては、今後も当該職員の処遇改善が

求められることから、引き続き所要額の調査を行うなどし、さらなる財

政需要を十分に満たすこと。 

 

7.デジタル・ガバメント化における自治体業務システムの標準化にむけ、

地域デジタル社会推進費に相当する財源を継続して確保するなど、十分

な財源を保障すること。また、デジタル化が定着化していく過渡期にお

いて生じ得る行政需要についても、人材・財源を含めた対応を行うこと。 

 

8.森林環境譲与税については、より林業需要を見込める地方公共団体への

譲与額を増大させるよう、その譲与基準を見直すこと。 

 

9.地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市町村合併

の算定特例の終了への対応、小規模自治体に配慮した段階補正の強化な

ど対策を講じること。 

 

以上、地方自治法第 99 条の規定に基づき、意見書を提出する。 

 

令和 4 年 6 月 15 日 

浜 田 市 議 会  
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浜田市議会オンライン会議の運用に関する申し合わせ事項 

（令和４年６月 日 作成） 

 

１．オンラインによる方法を可能とする会議 

①常任委員会、特別委員会、議会運営委員会 

②全員協議会、政策討論会幹事会、政策討論会 

③災害等対策支援本部会議、その他協議 

 

２．オンラインによる方法での会議の開会 

次に掲げる場合にオンライン会議を開催することができる。 

①自然災害等の発生、重大な感染症の流行等やむを得ない事由により開会する場所

へ議員を参集することが困難であると議長または委員長（以下、「委員長等」とい

う）が認めるとき。 

②議員が以下の事由により会議への出席が困難であると委員長が認めるとき。 

【公務、疾病、育児、介護、配偶者の出産補助、その他やむを得ない事由】 

 

３．オンラインによる方法での会議参加の届出 

上記の事由によりオンラインによる方法での出席を希望する議員は、原則として、

会議開催日の前日（市の休日にあたるときは、その前日）の午前 10 時までに、オン

ライン出席とする理由及び参加する場所を明らかにして議会事務局へ届け出る。 

 

４．委員長等の参集 

オンライン会議を開会する場合は、委員長等は、円滑な議事運営を確保する観点か

ら、議会事務局職員が同席する場に参集する。なお、委員会の場合は、副委員長も参

集する。 

 

５．説明員の出席 

委員会条例第 25 条による説明員は、委員長等と同一の場所に参集してオンライン

会議に出席する。 

 

６．オンラインによる出席の確認 

議員は、あらかじめ付与されたユーザーＩＤ及びパスワードによりオンライン会議

に出席することができる。また、会議出席中は、原則音声を遮断する。 

委員長等は、開会前にオンライン出席議員の映像及び音声が正常なものかを確認す

る。開会前までに確認ができない場合、当該議員は欠席とみなす。 

 

７．オンライン出席議員の発言 

オンライン出席議員が発言する場合は、タブレット画面上に映るように挙手する。

委員長等による指名後、発言する議員自身が音声の遮断を解除し、発言する。また、

発言終了後は、音声を遮断する。 

 

８．オンライン出席議員の離席 

オンライン出席議員は、みだりに離席（各タブレットの画面上に映らないことをい

う。）しない。離席する場合は、タブレット画面上に映るように挙手し、委員長等に申

し出る。 
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９．オンライン出席議員の除斥 

委員長等の指示により、オンライン出席議員が除斥となる場合は、オンライン会議

から退出する。 

除斥が必要な案件の審査・調査が終了したときは、委員長等の指示により事務局職

員が、除斥となった議員へ連絡し、再度オンライン会議へ参加する。 

 

10．委員外議員の出席と発言 

委員会が説明または意見を求めた委員外議員がオンライン会議に出席する場合は、

項目３と同期日までに、オンライン出席とする理由及び参加する場所を明らかにして

議会事務局へ届け出る。 

委員外議員の出席の確認は、項目６を準用する。 

委員外議員が発言する場合は、委員外議員自身が音声の遮断を解除し、発言する。

また、発言終了後は、自身で音声を遮断する。 

委員外議員は、発言に係る議題が全て終了したときは、オンライン会議から退出す

る。 

なお、委員外議員が出席して発言の申出をする場合も、上記期日までに委員長に申

し出て、委員会で許可された場合、オンラインで出席することができる。この場合、

発言の申出は報告事項のみで 1 人 1項目とし、質疑は 3回までとする（平時と同様）。 

この場合の運用は、以下のとおり。 

①委員会での許可後、会議を中断 

②事務局職員が委員外議員にユーザーＩＤ及びパスワードを送付 

③委員外議員の接続確認後、会議を再開 

④当該議題終了後、委員外議員はオンライン会議から退出 

 

11．公述人及び参考人の出席と発言 

公述人及び参考人がオンライン会議に出席する場合は、項目３と同期日までに、オ

ンライン出席とする理由及び参加する場所を明らかにして議会事務局へ届け出る。 

公述人及び参考人の出席の確認は、項目６を準用する。 

公述人及び参考人が発言する場合は、事務局職員が音声の遮断を解除する。また、

発言終了後は、事務局職員が音声を遮断する。 

公述人及び参考人は、発言に係る議題が全て終了したときは、オンライン会議から

退出する。 

 

12．紹介議員の出席と発言 

委員会が説明または意見を求めた紹介議員がオンライン会議に出席する場合は、項

目３と同期日までに、オンライン出席とする理由及び参加する場所を明らかにして議

会事務局へ届け出る。 

紹介議員の出席の確認は、項目６を準用する。 

紹介議員が発言する場合は、紹介議員自身が音声の遮断を解除し、発言する。また、

発言終了後は、自身で音声を遮断する。 

紹介議員は、発言に係る議題が全て終了したときは、オンライン会議から退出する。 

 

13．動議 

オンライン出席議員は、会議規則に定める動議を提出することができる。 
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オンライン出席議員が口頭もしくは文書による動議を提出する場合は、タブレット

画面上に映るように挙手する。 

オンライン出席議員が文書による動議を提出する場合は、その文書のデータを議会

事務局に送信しなければならない。 

 

14．表決及び選挙 

・表決は、オンライン出席議員の可否と会議の開催場所に出席している議員の可否

を合算し、多少を認定して行う。 

・指名推選による選挙は、オンライン会議で実施することができる。 

 

15．傍聴 

オンラインによる傍聴は、YouTube による録画配信を行っているため、原則として

行わず、会議の開催場所での傍聴のみとする。 

 

16．注意事項 

オンライン出席議員等は以下の事項に注意し、オンライン会議に出席する。 

①現にいる場所にオンライン会議出席者等以外の者を入れないよう努めること 

②会議に関係のない映像や音声が入り込まないよう努めること 

③節度ある服装でオンライン会議に出席すること 

 

17．秩序保持に関する措置 

オンライン出席議員等が、「16．注意事項」を遵守しない場合や会議の秩序を乱す

場合など委員長等の命令に従わない場合は、委員長等は、オンライン出席議員等を

会議から退出させることができる。 

 

18．議会事務局の役割 

議会事務局は、オンライン会議においてホストとなり、委員長等を補佐する。 

 

19．その他 

 ⑴ この申し合わせにない事項については、その都度議長が決定する。 

 ⑵ この申し合わせの内容は、令和 4年●月●日から適用する。 
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令和  年  月  日  

 

浜田市議会議長[○○委員長]          様 

 

浜田市議会議員 ○○ ○○  

 

オ ン ラ イ ン 会 議 出 席 届 

 

浜田市議会オンライン会議の運用に関する申し合わせ事項に基づき、○月○日の会議には、次

の事由によりオンラインでの出席を希望します。 

 

理  由 

 

 

参加場所 
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令和 4 年 6 月浜田市議会定例会議の会議予定について 

期間 日程案 会場 開始時間

6月 8日 (水) 議会運営委員会 全員協議会室 10時～

9日 (木) 議会広報広聴委員会 全員協議会室 13時30分～

10日 (金)

11日 (土)

12日 (日)

13日 (月) 個人一般質問説明用パネル提出締切 【締切】12時

14日 (火)

15日 (水) 1 開会　提案説明 議場 10時～

全員協議会 議場 本会議終了後

総務文教委員会 第1委員会室 全員協議会終了後

福祉環境委員会 第2委員会室 全員協議会終了後

産業建設委員会 第3委員会室 全員協議会終了後

16日 (木) 2 個人一般質問 議場 10時～

17日 (金) 3 個人一般質問 議場 10時～

18日 (土) 4

19日 (日) 5

20日 (月) 6 個人一般質問 議場 10時～

議会運営委員会 全員協議会室 個人一般質問終了後

21日 (火) 7 個人一般質問 議場 10時～

22日 (水) 8 議案質疑 議場 10時～

23日 (木) 9 総務文教委員会 全員協議会室 10時～

24日 (金) 10 福祉環境委員会 全員協議会室 10時～

25日 (土) 11
26日 (日) 12

27日 (月) 13 産業建設委員会 全員協議会室 10時～

28日 (火) 14 予算決算委員会 議場 10時～

討論通告期限 【締切】17時

29日 (水) 15 休会

対抗討論通告期限 【締切】13時

30日 (木) 16 委員長報告　採決 議場

全員協議会 議場

議会運営委員会 全員協議会室  

【補足（令和 4 年 4 月 12 日議会運営委員会協議内容）】 

1  質問時間について 

⑴ 個人一般質問 

原則、質問と答弁合わせて 40 分とし、議員の持ち時間は 20 分を担保す

る。 

2  委員会について 

⑴ 所 管 事 務 調 査  これまでと同様に実施 

⑵ 執行部報告事項  事前に資料を熟読し、執行部説明は補足説明のみ 

質疑はこれまでと同様に実施 
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令和 4 年 6 月浜田市議会定例会議 陳情付託先案について 

（付託内訳） 

総務文教委員会 11 件、福祉環境委員会 2 件、産業建設委員会 3 件、 

議会運営委員会 5 件 

 
陳情 
番号 

件 名 付託先案 

31 旧久佐小学校のグランド整備に関する陳情について 総務文教委員会 

32 幼児のマスク着用に関する陳情について 福祉環境委員会 

33 児童・生徒のマスク着用に関する陳情について 総務文教委員会 

34 
浜田市の公共施設再配置について、総量での進捗管理と

推移の発表を求める陳情について 
総務文教委員会 

35 
浜田市の公共施設について維持管理費・更新等に係る経

費の推移の公表を求める陳情について 
総務文教委員会 

36 
パブリックコメントの結果の公表について改善を求め

る陳情について 
総務文教委員会 

37 
パブリックコメントの意見について、必要のない編集を

せずに利用、公表されることを求める陳情について 
総務文教委員会 

38 
改正された浜田市庁舎管理規則の録音禁止について改

正の検討を求める陳情について 
総務文教委員会 

39 
浜田市は、文書主義であり、条例によれば記録・文書を

作らなければ違反であるという陳情について 
総務文教委員会 

40 
憲法違反の可能性もあるような録音禁止規定の陳情

について 
総務文教委員会 
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陳情 
番号 

件 名 付託先案 

41 長沢サブセンターの陳情について 総務文教委員会 

42 飲酒同乗運転があったかないかという陳情について 総務文教委員会 

43 生活保護の不正受給の陳情について 福祉環境委員会 

44 いろいろな規定が玉虫色である陳情について 産業建設委員会 

45 
水産加工団地を浜田市の公共下水にするという陳情に

ついて 
産業建設委員会 

46 
危険処理の際、所有者に請求する費用に整合性がある

かという陳情について 
産業建設委員会 

47 
公人は、陳情においても氏名を黒消しにするべきでは

ないという陳情について 
議会運営委員会 

48 
議員は、公人なのではっきりわかるように名前を出し

てほしいという陳情について 
議会運営委員会 

49 
●●議員が●●元議員に暴行の件で、少なくとも現場

検証の記録は残すという陳情について 
議会運営委員会 

50 
呼びつけて話をするなら、証拠は共有すべきという陳

情について 
議会運営委員会 

51 
市議が「傍聴者が職員に暴行をした」と、根拠のない発

言は許されるのかという陳情について 
議会運営委員会 
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浜田市議会申し合わせ事項の変更について（3 項目） 

NO 変更事項 該当部分 現在 改正案 

1 本会議、委員会等への執行

部の出席者 

「会議規則関係」 

P7 第 5 節 

 議事 

 

9 医療専門監及び診療所長の説

明員出席については、委員会を含

め関係事案等がある場合を除き、

通常は欠席することを了承する。 

9 本会議、委員会等への出席者は別紙「執

行部の議会出席対応について」のとおりと

する。（R4.6.8 修正） 

2 請願・陳情の審査基準の追

加 

「会議規則関係」 

P12 第 2 章 

 請願及び陳情 

「会議規則関係」 

第 2 章 

 請願及び陳情 

〔新設〕 

 

（陳情） 

1～12〔略〕 

（請願・陳情の審査基準） 

1 請願・陳情の審査にあたっては、浜田

市議会請願・陳情の審査基準を参考に各議

員（委員）が判断する。（R4.6.8 追加） 

3 採択した請願・陳情への議

会としての対応を追加 

「会議規則関係」 

P12 第 2 章 

 請願及び陳情 

 

 

「会議規則関係」 

第 2 章 

 請願及び陳情 

〔新設〕 

 

（陳情） 

1～12〔略〕 

（請願・陳情の審査基準） 

〔略〕 

（採択した請願・陳情の対応） 

1 採択した請願・陳情は、付託先の委員

会において所管事務調査等の必要性も含

めて対応を協議する。（R4.6.8 追加） 
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「別 紙」【執行部の議会出席対応について】（R4.6.8 追加） 

 

執行部の出席者は、質疑等に答弁を行う必要最小限の者を基本とし、下記のとおり

とする。 

（議会基本条例第 11 条第 1 項抜粋） 

    市長等に対する本会議等への出席要請を必要最小限にとどめ、議員相互間の討議 

  を中心とする運営に努めるものとする。 

 

1.本会議（定例会議・臨時会議） 

 【提案説明】 

  市長、副市長、教育長（臨時会議は、議案がある場合のみ）、 

  議案に関係する部長・支所長、代表監査委員（9月のみ） 

 【会派代表質問・個人一般質問】 

  市長、副市長、教育長、全部長、全支所長、市長公室長 

  【議案質疑】 

   市長、副市長、教育長（臨時会議は議案がある場合のみ）、 

   議案に関係する部長・支所長、市長公室長、 

   財政課長（臨時会議は予算議案がある場合のみ）、 代表監査委員（9月のみ） 

    ※議案に関係する各課長は答弁者席に入れ替わりで答弁 

  【表決】 

   市長、副市長、教育長（臨時会議は議案がある場合のみ）、 

   議案に関係する部長・支所長 

      

2.常任委員会 「3 常任委員会」…総務文教委員会・福祉環境委員会・産業建設委員会 

 【定例会議初日の 3 常任委員会（所管事務調査協議）（第１～3委員会室）】 

   各部長、各主管課長 

 【定例会議中の 3常任委員会（全協室）】 

   副市長、教育長（総務文教委員会のみ）、議題に関係する部長・支所長・課長 

 【予算決算委員会（全協室）】 

   市長（3 月のみ）、副市長、教育長（臨時会議は議案がある場合のみ）、 

   総務部長、議題に関係する部長・支所長・課長、 

   財政課長、代表監査委員（9月のみ） 

    ※議案に関係する各課長は答弁者席に入れ替わりで答弁 

 【定例会議中以外の 3 常任委員会（全協室）】 

   教育長（総務文教委員会のみ）、議題に関係する部長・支所長・課長 

    

3.全員協議会 

 【全員協議会（全協室）】 

   市長、副市長、教育長、議題に関係する部長・支所長 

 


